
主催：谷口雅春先生報恩・近畿ブロック練成会実行委員会
（お問い合わせ / お申込み等の連絡：090-3971-0302・ファックス 078--995-1011（事務局・筒井利明）

後援：公益財団法人生長の家社会事業団 / 宗教法人生長の家創始者谷口雅春先生を学ぶ会

救いをもたらす主なプログラム
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』
の
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示
）

                              会場：  須磨温泉会場：  須磨温泉 寿
ことぶき

楼
ろ う

※会場まで交通のご案内、 奉納金、
     お申込みの詳細は裏面をご覧ください。

講話と個人指導を受け持つ最高の
講師陣が「公益財団法人生長の家
社会事業団」と「宗教法人谷口雅春
先生を学ぶ会」から勢揃いします！

※その他 「悩みを解決する個人指導」、「神想観の練習」、「笑いの大会」、「交流の集い」等々、充実したプログラムです。

３日（金）ご先祖のみたまが喜ばれる
先祖供養祭

4 日（土） まっさらに心浄まる
浄心行

あなたの切なる願いが叶う
祈り合いの神想観

5 日（日）

智慧と愛の『い
のちのゆには

』
智慧と愛の『い

のちのゆには
』

　谷口雅春先生がお教えくださった愛にあふれた唯一の「生長の家」〝正統、本格練成会〟を近畿の地で開催します。　

　ここから生活が変わり、人生が変わり、運命が変わる〝天地一新〟新生の練成会です。

　新しい方も、信徒の方も、ご家族、友人知人、誘い合わせてご参加ください。

（会場の内観と外観）（会場の内観と外観）

      悩める人も、 信仰を深める人も、悩める人も、 信仰を深める人も、

　　　人生の道しるべを求める人も、　　　人生の道しるべを求める人も、

　　　きっと、 よろこびの光につつまれます ‼

第 2回 谷口雅春先生報恩・近畿ブロック練成会第 2回 谷口雅春先生報恩・近畿ブロック練成会
令和 8 年令和 8 年77月月33日（金）～日（金）～55日（日）日（日）

（12 時受付開始・12 時 45 分より開会式）　　　　　  （15 時 30 分終了）　（12 時受付開始・12 時 45 分より開会式）　　　　　  （15 時 30 分終了）　

JR 神戸線、須磨駅から徒歩 15 分。
当日は車の送迎を予定しています。（ ）

（須磨海岸から望む明石海峡）（須磨海岸から望む明石海峡）
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神
様
の
愛
が
ふ
り
そ
そ
ぐ

     

真ほ
ん
と
う実

の
練
成
会
に
感
謝
で
い
っ
ぱ
い

広
島
県   
向む

か
お
く奥  

美み

や

こ
弥
子

　
練
成
会
参
加
の
動
機
は
、
腰
が
痛
く
な
り
、

歩
き
に
く
い
の
を
元
に
戻
し
た
い
事
で
し
た
。

　
個
人
指
導
を
受
け
、
腰
の
こ
と
に
は
も
う

引
っ
か
か
ら
な
い
で
神
様
に
お
ま
か
せ
し
よ
う

と
思
い
ま
し
た
。
祈
り
合
い
の
神
想
観
の
時
も

自
分
の
腰
の
こ
と
で
は
な
く
、
皆
の
幸
せ
を

祈
っ
て
も
ら
お
う
と
思
っ
て
前
に
出
て
祈
っ
て

も
ら
っ
て
い
る
と
、
涙
が
次
か
ら
次
に
出
て
来

て
と
て
も
心
が
温
か
く
な
り
、
平
安
な
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
祈
り
が
終
わ
っ

て
起
ち
上
が
っ
た
と
き
、
腰
が
と
て
も
軽
く
な

り
真
っ
直
ぐ
に
立
て
る
こ
と
に
本
当
に
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。

　
最
初
か
ら
最
後
ま
で
神
様
の
愛
が
ふ
り
そ
そ

ぎ
、
開
催
し
て
下
さ
っ
た
先
生
方
や
ス
タ
ッ
フ

の
皆
様
の
行
き
届
い
た
愛
に
と
て
も
感
動
し
、

ほ
ん
も
の
の
練
成
会
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
家
に
帰
っ
て
か
ら
も
、
明
る
く
楽
し
く
、
た

く
さ
ん
の
人
に
真
理
を
伝
え
て
ゆ
き
ま
す
。

   

こ
れ
ぞ
生
長
の
家
の
練
成
会

　
　
　
　
　
　
　
大
阪
府
　
大お

お
む
ろ室  

臣し
ん
こ
う候

　

久
し
ぶ
り
に
、
そ
れ
も
三
日
目
し
か
参
加
で

き
な
か
っ
た
の
に
、
こ
れ
ぞ
生
長
の
家
だ
と
、

昔
の
練
成
会
を
思
い
出
し
な
が
ら
感
動
の
う
ち

に
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
若
い
方
々
が
あ
ん
な
に
明
る
く
元

気
良
く
、
は
つ
ら
つ
と
し
て
運
営
に
、
又
、
参

加
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
更
に
感
動
し
ま
し
た
。

　
天
皇
陛
下
の
御
徳
と
日
本
の
伝
統
・
文
化
・

歴
史
の
尊
さ
を
若
い
方
々
に
継つ

い
で
ゆ
く
こ
と

が
私
達
の
役
割
と
感
じ
、
こ
れ
か
ら
も
精
進
す

る
こ
と
を
心
に
誓
い
ま
し
た
。

 

神
想
観
、
先
祖
供
養
、

 

　
毎
日
実
直
に
み
教
え
を
行
じ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
岡
山
県
　
佐さ

藤と
う  

一か
ず

三み

　
私
は
自
分
の
信
仰
に
自
信
が
持
て
ず
こ
の
練

成
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
神
想
観
の
実
修
を
正
式
に
教
え
て
頂
い
た
の

は
初
め
て
で
、
こ
れ
か
ら
の
毎
日
の
行
の
中
で

重
点
的
な
位
置
を
占
め
る
と
思
い
ま
す
。
生
長

の
家
で
大
切
に
さ
れ
て
い
る
神
想
観
が
出
来
る

の
が
嬉
し
い
で
す
。
笑
い
の
大
会
で
は
、
自
分

の
中
の
何
か
が
は
じ
け
て
笑
い
に
笑
い
、
思
い

が
け
な
く
敢
闘
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
練
成
会
で
つ
か
む
こ
と
が
出
来
た
の

は
、「
人
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
が
あ
り
、
み
教
え

に
よ
る
救
わ
れ
方
も
そ
れ
ぞ
れ
。
私
は
私
の
ま

ま
で
私
な
り
に
毎
日
実
直
に
み
教
え
を
行
じ
た

ら
い
い
の
だ
」
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

で
す
。
こ
れ
か
ら
は
先
祖
供
養
を
柱
と
し
て
、

自
分
の
出
来
る
行
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

〒 654-0071   兵庫県神戸市須磨区須磨寺町 3-5-18〒 654-0071   兵庫県神戸市須磨区須磨寺町 3-5-18
Tel：  078-731-4351Tel：  078-731-4351

※会場以外のホテルにご宿泊の場合はホテル代はご
自分でご負担ください。

※会場内の宿泊施設の申込期限は 6 月 15 日（月）です。
お早めにお申し込みください。定員になりましたら
締め切らせていただく場合もございます。
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癒
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お
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　別
人
の
よ
う
に

　
　明
る
く
な
ら
れ
た
息
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　熊
本
県

　諸
熊 
由
美

　
お
誘
い
し
た
友
人
知
人
が
20
名
余
り
参
加
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
人
で
、
コ
ー

ラ
ス
仲
間
の
村
津
雅
子
さ
ん
は
全
く
初
め
て
で
、

息
子
さ
ん
（
45
歳
）
と
共
に
参
加
。
息
子
さ
ん

は
心
臓
肥
大
で
少
し
動
く
と
苦
し
く
な
り
、
５

年
前
か
ら
鬱
病
も
患
っ
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
階
段
で
５
階
ま
で
平
気
で
往
復
。

お
母
さ
ん
が
「
大
丈
夫
？
」
と
心
配
す
る
と
「
全

然
大
丈
夫
」
と
。

　
更
に
、
何
年
も
人
と
話
さ
な
か
っ
た
息
子
さ

ん
が
「
よ
ろ
こ
び
の
座
談
会
」
で
指
名
さ
れ
、「
お

母
さ
ん
が
話
そ
う
か
」
と
言
う
と
、「
自
分
で
話

す
」
と
言
っ
て
、
お
母
さ
ん
が
考
え
て
い
た
こ

と
よ
り
立
派
に
話
さ
れ
た
と
。
又
、最
終
日
の「
新

生
の
誓
い
」
で
、
顔
を
覆
っ
て
い
た
マ
ス
ク
を

外
し
、「
こ
の
練
成
会
で
日
本
人
に
生
ま
れ
た
よ

ろ
こ
び
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」
と
、

演
壇
で
堂
々
と
発
表
。

　
村
津
さ
ん
は
び
っ
く
り
す
る
と
と
も
に
、
こ

れ
が
本
当
の
息
子
の
姿
だ
と
思
う
と
嬉
し
く
て

嬉
し
く
て
、
自
分
を
責
め
続
け
て
い
た
心
が
ほ

ど
け
た
そ
う
で
す
。

　 

帰
宅
後
、
息
子
さ
ん
は
毎
朝
神
想
観
を
実
修

し
、
休
ま
ず
出
勤
。 

職
場
の
人
が
「
別
人
の
よ

う
に
明
る
く
な
っ
た
」
と
驚
か
れ
た
。
一
番
喜

ん
だ
の
は
留
守
番
を
し
て
い
た
ご
主
人
で
、
今

は
毎
朝
夫
婦
揃
っ
て
聖
経
読
誦
を
さ
れ
て
い
る
と

喜
び
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　留
守
番
を
し
て
い
た

　
　
　
　息
子
の
皮
膚
病
が
消
え
、

　
　
　和
気
あ
い
あ
い
の
家
族
に
戻
る

　
　
　
　
　広
島
県

　村
上 

眞
佐
子
（
仮
名
）

　
当
日
は
凄
い
雨
で
バ
ス
は
山
道
を
迂
回
し
、

や
っ
と
駅
に
到
着
。
ロ
ー
カ
ル
線
は
私
が
乗
っ
た

の
を
最
後
に
不
通
と
な
り
ま
し
た
。
新
幹
線
は
２

日
前
に
偶
然
、不
通
と
な
っ
た「
こ
だ
ま
」か
ら「
さ

く
ら
」 

に
変
更
し
て
い
た
た
め
、
１
時
間
程
の
遅

れ
で
開
会
式
に
間
に
合
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
安
東
巖
先
生
が
「
今
、
こ
う
い
う
状
況

で
参
加
さ
れ
て
い
る
人
は
神
に
選
ば
れ
た
人
で

す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
み
教
え
に
ふ
れ
て

40
年
間
、初
め
て
心
の
底
か
ら
納
得
で
き
ま
し
た
。

　
次
男
は
４
年
前
か
ら
皮
膚
病
に
か
か
り
毎
晩
薬

を
塗
っ
て
や
る
の
が
私
の
日
課
で
し
た
。
夏
は
特

に
ひ
ど
く
可
哀
想
で
し
た
。
個
人
指
導
で
、
久
保

文
剛
講
師
か
ら
礼
拝
の
大
切
さ
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
帰
宅
す
る
と
、次
男
の
皮
膚
病
は
98
％
消
え
て
、

親
玉
が
少
し
残
っ
て
い
る
だ
け
で
し
た
。
次
男
は

ニ
コ
ニ
コ
し
て
「
お
母
さ
ん
が
練
成
会
に
参
加
し

た
お
か
げ
だ
」
と
大
変
喜
び
ま
し
た
。
練
成
会
後

は
家
族
が
和
気
あ
い
あ
い
と
昔
の
家
族
に
戻
り
ま

し
た
。
感
謝
い
っ
ぱ
い
で 

「
七
十
年
記
念
事
業
」

に
献
資
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〒 654-0071   兵庫県神戸市須磨区須磨寺町 3-5-18〒 654-0071   兵庫県神戸市須磨区須磨寺町 3-5-18
Tel：  078-731-4351Tel：  078-731-4351

・全期参加（会場に２泊）：
         29,000 円（食事代込み）

・２日間参加で会場に１泊：
         20,000 円（食事代込み）

※会場以外のホテルにご宿泊の場合はホテル代はご自分でご負担ください。
※会場内の宿泊施設の申込期限は 6 月 20 日（金）です。お早めにお申し込
みください。定員になりましたら締め切らせていただく場合もございます。
あらかじめご了承ください。

会場までのご案内

JR「須磨」駅 から徒歩 15 分。タクシー約 5 分、700 円程度。
　第１日目の 7 月 4 日は、開会の時間まで送迎のピストンバスを運行
します。詳細はお申し込み後、ご連絡します。

【ＪＲ須磨駅までのアクセス】

　東京、岡山、広島等から新幹線でお越しの方は「新神戸」駅下車。
　ＪＲ「新神戸」駅からＪＲ「須磨」駅まで約 30 分。
　

　大阪、京都、滋賀等から JR 在来線でお越しの方
　ＪＲ「大阪」駅からＪＲ「須磨」駅まで約 40 分。
　

       　
（新快速は「須磨」駅には停まりません。「神戸」駅で乗換となります）

　兵庫県内の方
　ＪＲを利用の場合は「須磨」駅下車、徒歩約 15 分。
　山陽電鉄を利用の場合は「須磨寺」駅下車、徒歩約 5 分。

   ※お車でお越しの方は、最大 50 台収容の駐車場（無料）があります。

新神戸駅 新長田駅 須磨駅地下鉄西神・山手線
（約15 分）

JR 神戸線
（約5分 ）

大阪駅
神戸駅

須磨駅

JR 神戸線（新快速）
（約25 分）

JR 神戸線
（約10 分）

JR 神戸線
（約40 分）

別途、申込み用紙にご記入の上お申込みください。
申し込み用紙をお持ちでない方は 090-3971-0302（筒井）・090-8306-0382（上野）まで、お問い合わせください。

須磨須磨
温泉温泉  寿楼寿楼

奉納金
・通いで、宿泊無しの場合
              （夕食代別途 3000 円）
　  7 月 4 日　5,000 円以上随意
　  7 月 5 日　7,000 円以上随意
　  7 月 6 日　5,000 円以上随意

お申込み

会場までのご案内
JR「須磨」駅 から徒歩 15 分。タクシー約 5 分、700 円程度。
　第１日目の 7 月 3 日は、開会の時間まで送迎のピストンバスを運行
します。詳細はお申し込み後、ご連絡します。

【ＪＲ須磨駅までのアクセス】

　東京、岡山、広島等から新幹線でお越しの方は「新神戸」駅下車。
　ＪＲ「新神戸」駅からＪＲ「須磨」駅まで約 30 分。
　

　大阪、京都、滋賀等から JR 在来線でお越しの方
　ＪＲ「大阪」駅からＪＲ「須磨」駅まで約 40 分。
　

         
（新快速は「須磨」駅には停まりません。「神戸」駅で乗換となります）

　      
       兵庫県内の方

　              ＪＲを利用の場合は「須磨」駅下車、徒歩約 15 分。
　              山陽電鉄を利用の場合は「須磨寺」駅下車、徒歩約 5 分。
                    ※お車でお越しの方は、最大 50 台収容の
                       駐車場（無料）があります。

新神戸駅 新長田駅 須磨駅地下鉄西神・山手線
（約15 分）

JR 神戸線
（約5分 ）

大阪駅
神戸駅

須磨駅

JR 神戸線（新快速）
（約25 分）

JR 神戸線
（約10 分）

JR 神戸線
（約40 分）

別途、申込用紙にご記入の上お申し込みください。
申込用紙をお持ちでない方は 090-3971-0302（筒井）・090-8306-0382（上野）まで、お問い合わせください。

須磨須磨
温泉温泉  寿楼寿楼

奉納金（予定）
＜通いで宿泊無しの場合＞
              （夕食代別途 5,000 円）

  7 月 3 日  5,000 円以上随意

  7 月 4 日  8,000 円以上随意

  7 月 5 日  5,000 円以上随意

お申込み

＜会場に宿泊される場合＞（食事代込み）

・全期参加で会場に２泊：32,000 円
・1・2 日目参加で会場に１泊：21,000 円
　　（夕食を両日とられる場合は +5,000 円）

・2・3 日目参加で会場に１泊：22,000 円
※諸物価高騰の影響により、奉納金が変更となる場合がございます。あらかじめご了承ください。
※新館〈臨水亭〉をご希望の方には、1 泊につき 3,000 円の追加料金でご案内いたします。
※個室をご希望の方には、1 泊につき 3,000 円の追加料金で申し受けます。（個室は旧館のみ）



近畿ブロック練成会の参加には事前のお申込みをお願いしております。ご参加を希望されます際には
必ず事前にこの申込書に必要事項をご記入の上、ファックス又は郵送にて下記宛にお送りください。

『谷口雅春先生報恩・近畿ブロック練成会』参加申込書
ふりがな 生

年 昭和 ・ 平成 男
月

氏 名 日 年 月 日 女

住 所 〒
マンション 都 道
名、号室ま
でご記入く 府 県
ださい

電 話 － － （連絡のとりやすい電話をご記入ください）

第１日目 第２日目 第３日目 奉納金等計算欄（※この欄はご記入不要です）参加日に○
をお付けく 奉納金

ださい。 第１日目 5,000円以上随意 ※通いの方で夕食を希望され

第２日目 8,000円以上随意 る方には別途1食5,000円を
第３日目 5,000円以上随意 申し受けます。

宿泊を希望 第１日目 第２日目 ○宿泊を伴う場合は下記のとおり（奉納金+宿泊･食事代）

される方は の宿泊 の宿泊 参加形態 旧館 新館
｢旧館｣ 全期参加(2泊3日) 32,000円以上 38,000円以上

｢新館｣の 旧館 旧館 会場内宿泊 1・2日目参加(1泊2日) 21,000円以上 24,000円以上

いずれかに 寿楼 寿楼 の申込期限 2・3日目参加(1泊2日) 22,000円以上 25,000円以上

○をお付け は６月１５日

ください。 新館 新館 です。 ※尚、1･2日目参加の1泊2日の方で、2日目の夕食もとら
臨水亭 臨水亭 れる場合は+5,000円になります。

（合計）

食事の要・ 第１日目 第２日目 第３日目 食事の要（○）・不要（×）を
不要 ご記入ください。

夕食 朝食 昼食 夕食 朝食 昼食
(昼食のご用意は奉納金に含まれて
いますので、食事をとられなくても
奉納金に変わりはありません)

どちらかに○をおつけください。
参加の動機 １.生長の家の練成会は初めて ２.この練成会又は他の練成会に参加したことがある
等について
(○印で囲 参加の動機について○をつけてください。
で下さい) １．人間関係の調和 ２．健康・病気等の快癒

３．受験・就職等の祈願成就 ４．先祖供養
５．信仰の深化・リフレッシュ
具体的にご記入いただける場合は下記にお書きください。

練成期間中の個人指導の希望(○で囲んで下さい) ・希望する ・希望しない

（注）奉納金は、人類光明化・日本国実相顕現運動を推進するための随意の奉讃金であり、役務の個別の対価ではありません。

お申込先 「谷口雅春先生報恩・近畿ブロック練成会」実行委員会事務局
〒652－0064 神戸市兵庫区熊野町4－7－13 ＦＡＸ078－995－1011

お問い合わせ 電話090-3971-0302(筒井)・090－8306－0382（上野）

第2回 谷口雅春先生報恩・近畿ブロック練成会

※
申
し
込
ま
れ
た
後
で
変
更
さ
れ
る
場
合
は
、
電
話
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。


